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広 報
主な内容

2面一・朝市初売り平塚産

.3面一市県民税の申告は

4・5面・…市職員の給与状況、

市議会12月定例会の結果

義理人情のドラマです
人 形 芝 居 で 演 じ る の は、義理

人情のドラマなんです。 日本ら

しさと 言 いますか、忘れかけた

世界がここにはあります。

3人の遣い手が動トす人形

岡、 まゆ、仁Iが動いて、軍事ぴや

悲 し み を 表 現 し ま す。 3人の息

を合わせたこの巧みな人形の動

きと、義太夫、 三味線があいま

って演じる姿が見 る人を魅了します。 ときには、涙を

流して拍手して くれる人もいるんですよ。

人形芝居は、 「みんなの大切な財産Jだ

ます。伝統を引き継いでいくためにも、

たちに凡てもらって興味を抱いても らいた

今
か
ら
お
よ
そ
二
百
五
十
年
前
に
江
戸

か
ら
伝
わ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

「
相
模

人
形
芝
居
」。

現
在
、
こ
の
伝
統
を
受
け

継
い
で
い
る
座
が
県
内
に
五
座
あ
り
ま
す

(
下
中
座
〈
小
田
原
市
〉
、
長
谷
座
〈
厚
木

市
〉
、
林
座
〈厚
木
市
〉
、
足
柄
座
〈
南
足
柄

市
〉
、
前
烏
座
〈
平
域
市
〉
)
。

そ
の
五
座
が

一
堂
に
会
す
る
、
「
相
模
人

形
芝
居
大
会
」
を

一
月
二
十
八
日
、
中
央

公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
人
間
以
上
に
喜

び
ゃ
悲
し
み
を
演
じ
る
人
形
、
義
太
夫
、
三

味
線
の
三
者
が
繰
り
広
げ
る
伝
統
の
物
語

を
ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
正
午
か
ら
は
、
長
谷
座
に
よ
る
人

形
教
室
(参
加
向
由
)
も
開
催
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
諜
(
包
お

|
8
1
2
4
)
へ
。

しょううっしあ事がおぼtsし

生写朝顔話 「宿屋より大井川までJ
...  趨京都で 儒学を 修め てい るiS4勧告会対l:は

み M・'‘
蛍狩りに出かけた先で、秋月弓之助の娘-深三日と矢nり

合う 。fui義者を 追い払ったのが縁で互いに思いを寄

せあう こ人だっ たが、皮肉な運命のもとにたびたび

すれ追っ て しまう 。苦労と悲しみから盲目となって

しまう深雪。二人のラプストー リーの結末はし、かに。

つ
ほ
さ

か

れ

い

げ

ん

曹

う

ち

の

だ

ん

萱
坂
霊
験
記
「
内
之
段
か
ら
飛
込
み
ま
で
」

開
聞
闘
-
大
和
査
一
夜
に
住
む
座
頭
・

間
航

は
琴
や
三
味
線
の
け
い
古
を
し
な
が
ら
、

美

人
で
名
高
い
襲
の
お
監
が
賃
仕
事
を
し
て
く

れ
る
の
を
力
に
細
々
と
暮
ら
し
て
い
る
。

毎
晩
家
を
あ
け
る
姿
に

「外
に
男
が
い
る

の
で
は
」
と
疑
い
を
持
つ
沢
市
。
し
か
し
、

そ
れ
は
沢
市
の
目
を
治
そ
、
っ
と
観
世
普
に
祈

願
を
続
け
て
き
た
も
の
だ
と
知
る
。
お
里
の

案
内
で
本
堂
に
着
い
た
沢
市
は
こ
こ
に
こ
も

っ
て
三
日
間
断
食
す
る
と
語
り
、
お
里
を
家

に
帰
す
。
し
か
し
、

一
人
に
な
っ
た
沢
市
は

し
ょ
せ
ん
望
み
は
か
な
う
ま
い
と
谷
底
へ
:
・
。

勝
憲

め
い
ほ
〈
ぜ
ん
だ
い
帥
幡
宮
ま
さ
お
か
ち
ゅ
う
曹
の
だ
ん

伽
羅
先
代
萩
「
政
岡
忠
義
占

開

国

園

奥

州
の
大
、
手

品

定

は
、
吉
原
の
女
性
に
お
ぼ
れ
、
国
政

り
み
な
い
た
め
、
隠
居
を
命
じ
ら
れ

の
跡
を
幼
君
の
鶴
喜
代
が
継
ぐ
が
、

き
者
に
し
よ
う
と
す
る

一
味
が
あ
ら

鶴
喜
代
の
乳
母
・
政
岡
は
鶴
喜
代

と
称
し
て
か
く
ま
い
、
食
事
の
用
意

て
自
分
が
行
っ
た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ

朝
の
使
者
と
し
て
梶
原
景
時
の
喪

・

が
あ
や
し
い
菓
子
折
り
を
持
っ
て
や

る
。
鶴
喜
代
に
食
べ
さ
せ
よ
う
と

口
に
し
た
の
は
、
政
間
の
子
・

や
ぞ
も
の
だ
ん

「
火
の
見
櫓
之
段
」

八
百
屋
久
兵
衛
の
娘
・
お
七
は

・
出
向
ヨ
附
と
恋
仲
に
な
る
。
お
七

つ
の
る
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
吉
三

島
附
む
蹴
に
殉
死
し
な
け
れ
ば
な

っ
て
し
ま
う
。
命
を
助
け
る
た
め

国
の
剣
」
が
必
要
だ
と
知
っ
た
お

れ
を
盗
み
だ
そ
う
と
決
意
す
る
。

、
江
戸
の
町
は
夜
、
木
戸
が
閉
め

ま
う
。
た
と
え
剣
が
手
に
入
っ
て

こ
と
が
で
き
な
い
と
思
っ
た
お
七
は
、

か
せ
よ
う
と
、
火
事
で
も
な
い
の

の
半
鐘
を
鳴
ら
し
に
行
く
。

-世帝 93，320(+ 1 08) 手璽歪京動'Jjf，弛'fIllfll<平成12年12月18現在o内1<1:前月比〉 ・人口 255，038(+ 121) 
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固平成13年1月15日

句司~，| 徴収嘱弓一 I 
保健業務嘱託量を募集 I 

女徴収嘱託員<保障年金> (若手名・1年契約、更新憲長5年 まで〉

[>対象 昭和19年4月2日-36年4月 l日の聞に生まれ、中学校以

上を卒業し、原付き自転車の免許がある人

[>勤務日時 原則週5目、午前9時~午後4時(休日忽どの勤務は

振り替え制)

じ〉賃金月額110，000円+能率給

安保健業務 嘱託員(4人・ 1年契約)

[>対象 昭 和17年4月2日-46年4月 1日の間に生ま れ、保健婦

(士)の資格がある人、または平成 13年3月までに資格を取得

する見込みの人

[>勤務日時 週4目、午前9時~午後5時 ※週4日勤務できない

方は別途、職員謀 (n21-8762)までご相談ください

じ〉賃金 月 額166.400円

毎
H

月
知
一一
.
日
陥
日
に
総
合
公
岡
で

附
悩
し
て
い
る
朝
市
「
湘
南
ひ
ら
つ

か
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
。

二
O
O
一
年
初
売
り
と
な
る
今
回

は
、
来
場
者
三
盲
人
(
先
着
順
)
に

「甘
酒
」
を
振
る
舞
っ
た
り
、
お
伴

な
福
袋
を
用
意
し
た
り
す
る
な
ど
、

特
別
企
回
で
多
く
の
み
な
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
諜
さ

に
負
け
ず
、
早
起
き
し
て
、
ち
ょ
っ

と
得
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

1
月
幻
口

(日
)
午
前
7
時

1
9時

マ
会
場

総
合
公
関
商
駐
市
場

マ
販
売
す
る
も
の
平
壌
市
内
で
と

れ
た
新
鮮
な
旬
の
野
菜
や
果
物
、
出

産
物
の
加
工
食
品
、
豚
肉
、
き
の
こ
、

生
み
た
て
の
卵
、
花
、
焼
き
た
て
パ

ン
、
干
物
や
平
塚
沖
で
と
れ
た
し
ら

す
な
ど

お
問
い
A
H
わ
せ
は
、
産
業
推
進
課

。応募方法 職員課(市役所3階)などでお配りする「申込密」

に必要事項を記入し、本人が直接同課へ

。応募期間 1月 15日(月)-25日(木)土ー日B福田は除く

O第 1次試験日 l月27日(土〉

。問い合わせ先 職員課(宮21-8762)

圃圃圃圃園面司E童謡国E白喜三重重量~芸童書雪国国国圃

土屋霊凪で、清掃作諜恕どをする嘱託員(1人・ l年契約、

可)を募集します。

[>対 象 昭和14年4月2日-16年4月 1日の悶に生まれ、中学校

以上を卒業し、省通自動車運転免許がある人

[>勤務日時 原則週5目、午前8時30分~午後5時

[>賃金 月額155，000円

更新

総合公園
(包

括
1
8
1
0
1
)
へ
。
当
日
の

開
催
の
有
無
は
朝
六
時
か
ら

E
n
i

-
-
1
1
で
確
認
で
き
ま
す
。

園
時
錨

調
査

。応募方法 みどり 公 園 課 (市役所4階)などでお配りする

「申込書」に必要事項を記入し、本人が直接同課へ

。応募期間 1月 16日(火)-24日(水)土・日臨白は除く

O第 1次 試験日 2月6日(火)

。 問 い合 わせ 先市開発公社(n21-5781)

新しくなりました
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開設5年 目 を 迎 え た 平 塚 市 ホ ー ム

ページの トップページを新しく しま

した。「平塚を知るJi平塚を楽しむ」

などのコーナーを設け、知りたい情

報をより早く検索できるように芯り

ました。ぜひ、ご利用ください。

http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/ 
固 情報システム諜(内線2636)
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す
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平
成
十
二
年
十
月

一
日
現
在
で
実

施
さ
れ
た
同
勢
制
査
の
結
果

(速
報

値
)
に
よ
る
と
、
平
塚
市
の
人
口
は

プ
十
五
万
四
千
六
百
三
十
人
で
し
た
。

こ
れ
は
、
前
回
の
調
査

(平
成
七
年
)

よ
り
八
百
八
人
、
率
に
す
る
と

0
・

一一一
%
増
加
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

男
女
別
の
人
口
は
、
男
性
十
二
万
九

千
三
百
三
卜
人
、
女
性
十
二
万
五
千

，一
.G人
で
し
た
。

市内の小 学 校で 、給食調理の業務に従事する嘱託員(2人 1年

契約)を募集します。

[>対 象 昭和35年4月2日-50年4月 1自の聞に生まれた人

[>勤 務日時 月~金臨目、午前8時~午後2時30分

[>賃 金月額113.000円

。応募方法 教育総務課(豊原分庁舎1号館2階〉などでお配

りする「申込岳」に必要事項を記入し、本人が直接同課へ

。応募期 間 1月 16日(火)-22日(月)土-日曜日は除く

。第 1次試験日 1月27日(土)

。問 い合 わぜ 先教育総務謀(n35-8113)

ま
た
、
世
帯
数
は
九
万
二
千
九
宵

九
十
九
世
情
で
、
前
回
の
調
査
よ
り
、

四
千
二
百
五
十
七
世
帯
、
率
に
す
る

と
四
・
八
%
増
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
一

世
帯
あ
た
り
の
人
数
は
ニ

・
七
四
人
で
、
前
回
の
調
査
よ
り
、

0
・
一
二
人
減
少
し
ま
し
た
。

地
区
別
の
人
日
構
成
比
は
ヒ
去
の

と
お
り
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課

(包

幻

1
8
7
9
7
)
へ
。

※
こ
の
集
計
結
果
は
、
市
独
自
で
集

計
し
た
も
の
で
、
後
日
、
同
か
ら
公

表
さ
れ
る
結
呆
と
は
民
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

E・E・~管箱詰司副主主三重トヨE雪重言E・E・-

市内の小学校で、配送された給食を配膳する給食配膳員(臨時

職員〉を募集します。今回募集する給食配膳民(e):、 3年閣の登録制

で、欠員などが生じた場合に採用されます。

[>対象 昭和25年4月2日-50年4月 1日の問に生まれた人

。応募方法 市販の庖歴書(A判)(こ必要事項を記入し、本人

が直接学校給食諜(笠原分庁舎1号 館2階)へ

。応募期間 1月29日(月)-2月2日(金)土・日曜日は除く

。 問 い合 わせ 先学校給食課〈宮35-8119)

おい
市民農園の利用者を募集

しい野菜をつくろうよ
土に親しみ、仲間もできる。青空の下で、おいしい野菜を作ってみません

か。今回は、新しく開設する岡崎市民盟国(王御住運動広場そぱ・約71区画)

の利用者を募集します。

[>対 象 市内にお住まいの方

[>利用期間 平成13年3月1日から2年間

[>料 金 年 額8，000円

[>申し込み方法 往復はがきに住所、氏

名、年齢、電話番号を記入し、 農産

E果(〒254-8686浅間町9・1)へ。 1世帯1

枚まで(抽選)

[>締め切り l月26日(金)

圃 農産課 (宮35-8102)

市民活動推進課(内線2263)

| 消費生活相談:悶午即後4時/市民醐(問階)

電話(内線g}Jでも相談できます

くうレ快適メモく連載⑮〉

強引なマ~むーン販富.，・， .;;;;;;1 .， JVA;'1j 

「新築分譲マンションを買えば、節税対策

になり、財産も増えますよ」などと自宅や職

場に頻繁に電話がかかり、迷惑しているとい

う相肢が増えています。

「話を聞くだけでも損ではないから」とし

つこく迫うれ、販売員に会うと、 24時間宮諜

のレストランなどでマンション購入の仮契約

をするか、次回会う約束をするまで何時間も

拘束されたという例もあります。

このよう芯勧誘電話を受けたら、

はっきりと断ることが賢明です。

手短かに

圃

万 一lこ備え、応急手当や人工呼眠、心臓マッサージ芯どを4日間にわたって学

んでみませんか。[>日時 2月 17日-25日の土・日曜日、午前9時30分~午後5時

(17日は午後1時-9時 .25日は検定猷験あり)[>会場中央公民館 [>対象 15歳

以上(中学生は除く)[>定 員 30人(先暗!II頁)[>教材費 1.500円

日事官ミヨ攻完京5去

救急、員養成講習会で学ぼう
。申し込み先生活福祉課(内線2210・1月16日から)



第687号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか回

え事な税金
市県民税・所得税

付けは3月15日まで

税
金
の
申
告
舎
は
、
申
告
内
容
を

い
ち
ば
ん
知
っ
て
い
る
本
人
が
作
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
は
、

「申
告

牲
の
特
き
方
」

(一

月
二
十
九
円
か
ら

市
民
税
諜
な
ど
で
配
布
)
を
参
考
に

ぜ
ひ
、
自
分
で
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
申
告
は
税
務
砦
の
み
で
受
け
付
け

申令しましょう。
9 

開
霊
峰
部
@

レポーター

斎藤守久さん

湘南ベルマーレに新たな力

やるしかない!田中孝司新監督
ベルマーレサポーターの期待を一身に背負って静か

に闘志を燃やす田中新監督。 こぶしにも力が入る。

そこには、何かやってくれそうな予感を感じずには

いられません。

ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
控
除
な
ど
の

還
付
申
告
は
、
今
月
か
ら
税
務
署
で
、

二
月
十
六
日
か
ら
市
役
所

一
階
市
民

ホ
l
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
告
期
間
の
初
日
、
月
間
刷

n、
以

終
迎
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
は

お
早
め
に
。

市
県
民
税
の
申
告

-
申
告
が
必
要
な
人

平
成
卜
三
年

一
月

一
日
現
在
、
市

内
に
お
住
ま
い
で
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
な
い
次
の
人
で
す
。

昨
年

一
年
間
に
・
:

。
給
与

・
事
業

・
良
栄
な
ど
の
所
得

が
あ
っ
た

。
大
工
や
左
官
な
ど
の
日
庖
い
賃
金

が
あ
っ
た

。
年
金
や
恩
給
な
ど
を
受
け
た

。
市
県
民
税
が
給
与
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
な
い

(給
与
支
払
報
特
性
を

拠
出
し
て
い
る
場
合
は
除
く
)

。
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
て
い
な
い

@
株
式
(
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
)
の

配
当
所
得
が
あ
っ
た

。
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

。
市
内
に
家
屋
や
庖
舗
な
ど
が
あ
る

(
平
成
日
年
1
月
1
日
現
在
、
市
外
に

お
住
ま
い
の
人
も
対
象
で
す
)

-
受
け
付
け

マ
日
時

2
月
1
H
(木
)
1
3月
日

目
(
木
)
〈上

-
H
眼
目
、
祝
円
は
休

み
〉
、
午
前
8
時
却
分
i
午
後
5
時

マ
会
場

-
2
刀
1
日
(
木
)
i
m日
(
木
)
、

市

民
税
課

(市
役
所
1
階
⑮
番
窓
口
)

-
2
月
日
日
(
金
)
3
3月
日
日
(
木
)
、

市
民
ホ
1
ル
(
市
役
所
1
階
)

-
巡
回
受
け
付
け
と
相
談

次
の
会
場
で
も
、
市
県
民
税
の
申

告
と
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

マ
日
程
左
表
の
と
お
り

.
問
い
合
わ
せ
先
市
民
税
課

(宮

幻

1
8
7
6
6
)

日
目
以相》』

b
y
，
 

斗
リ

ふ
】
，

同
門
又

同
凶巡の税民回}川市

期日 時間 会場

2月6日(火19:30叶5:30金自公民館

2月8日(木)
9:ω叶1:30古沢公民館 l

14:ω叶6:30岡崎公民館

2月9日l金l9:∞-11:30 !).rn公民館
14:∞-16:30 城山公民館

2月13日(火j 9:α)、11:30処北公民館

2月14日l水19:∞-11:30 金旺l公民館
14:∞叶6:30神田公民館

た
監
紅
刊
の
言
葉
に
期
待
が
膨
ら
み

ま
し
た
。

戦
略
に
つ
い
て
聞
く
と
、
ま
だ

シ
ス
テ
ム
は
考
え
て
い
な
い
が
戦

々
の
舷
と
な
る
新
外
同
人
の
入
団

も
決
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
を
強
化
し

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

ベ
ル
マ
l
レ
が
湖
南
の
財
産
と

し
て
定
ム
訂
す
る
よ
う
に
み
ん
な
で

競
技
場
へ
足
を
運
ん
で
応
援
し
ま

し
ょ
う
。
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
ひ
た
向

き
に
が
ん
ば
る
選
手
の
姿
を
期
待

し
て
!

二
十

一
世
紀
最
初
の
湘
南
ベ
ル

マ
l
レ
の
蹴
督
に
就
任
さ
れ
た
田

中
孝
司
さ
ん
(
元
名
古
川
地
グ
ラ
ン

パ
ス
エ
イ
ト
監
将
)
を
た
ず
ね
、

抱
負
を
附
き
ま
し
た
。

新
監
押
は
、
と
て
も
気
さ
く
な

『親
分
肌
の
男
』
と
い
う
の
が
第

一
印
象
で
し
た
。

U
l
m、
U
l
m

の
日
本
代
表
股
科
や
平
成
七
年
の

ワ
ー
ル
ド
ユ
1
ス
で
ベ
ス
ト

8
の

実
績
を
も
っ
監
督
は
、
若
い
選
手

が
多
い
今
の
ベ

ル
マ
l
レ
に
は
う

っ
て
つ
け
の
人
だ
と
思
い
ま
す
。

「も
う

一
度
、
選
手
に
サ
ッ
カ

ー
が
好
き
だ
と
い
う
情
熱
を
伝
え

た
い
。
そ
し
て
今
の
チ
l
ム
の
誠

題
と
し
て
最
終
目
標
を
ど
こ
に
お

く
か
。
そ
の
門
標
を
ど
こ
ま
で
も

ち
続
け
る
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
ひ

た
向
き
な
プ
レ
ー
を
習
慣
づ
け
る

こ
と
。
い
つ
も
上
を
見
て
い
て
欲

し
い
」
と
冷
静
で
白
信
に
あ
ふ
れ

… ~t-~ 

r-ア沼・・.-lヤ~.，...-
.‘、‘_....・・・・・・

直

-
申
告
が
必
要
な
人

昨
年

一
年
間
に
:・

。
給
う
の
収
入
金
額
が
二
千
万
円
を

超
え
た

。
給
与
以
外
の
所
持
が
初
万
円
を
超

え
た

。
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た

@
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
り
、
そ

の
合
計
額
が
所
得
控
除
額
を
超
え
た

.
受
け
付
け

マ
日
時

2
月
日
日
(
金
)
1
3月
日

日
(
木
)
、
午
前
9
時
1
午
後
5
時
(土

・

日
曜
日
は
休
み
)

マ
会
場

平
塚
税
務
署

・
問
い
合
わ
せ
先
平
場
税
務
署

(E

n
-
-
4
0
0
)
 

市
県
民
税
の
巾
侍
や
所
得
税
の
確

定
申
告
に
は
、
次
の
も
の
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
中
告
を
し
た

方
は
、
そ
の
「
控
え
」
を
忘
れ
ず
に

0

.
用
意
す
る
も
の

(マ
は
必
ず
、

V

は
該
当
者
の
み
)
マ
申
告
性
マ
印

マ
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
収
入
が
分
か

る
啓
類
マ
金
融
機
関
や
郵
便
局
の
口

座
番
号
が
分
か
る
も
の
V
医
療
費
の

領
収
性
V
生
命
保
険
料
の
支
払
い
証

明
性
V
昨
年
の
申
告
に
使
っ
た
収
支

内
訳
骨
V
成
業
所
得
計
算
哲
/
な
ど

こ
の
ほ
か
に
も
個
々
の
状
況
に
よ

り
必
袋
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、

市
民
税
課

(市
川
町
民
税
に
つ

い
て
)
ま
た
は
平
塚
税
務
署

(所
得

税
の
雌
定
申
告
に
つ
い
て
)
へ
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

附
J
4

-
+J' 

m
川

曹
酋

~

務

加

税

門川
塚
※

平副確定申告の説明会・無料相談会
期日 ※時間 内 ;i相ヨr 会 場

2月6日(火) 9目30-15:30 還付申告相絞(税理上会平塚支部による) 金目公民館

2月7日(水) 9:30-15:30 還付申告柑談(税:Ell士会平嫁支部による) 金目公民館

9:30-10:∞ 所得税・事業税・市県民税の説明 ひらつか
2月8日(木)

の簡作単成な申指告場役、市(事県業民-鋭不の動申産告・議受渡けは付除けく)
スカイプラザ

10:∞-15:30 (MNピル11階)

2月16日(金) 9:30-15:30 
小規制~$~.fiーのための申告相談(税理士

金目公民館会平塚支部による)

岸
田
劉
生

《
草
土
社
第
6
回
展
表
紙
}

美術館で特集展示

岸田劉生と白樺縮

ロ

美術館で、湘南ゆかりの作家

岸田劉圭の装晶木版画 (r白樺』

誌 、『劉生図案画 集』 などの表

紙や扉絵)33点を中心に河野通

参事や椿貞雄う 『白樺』周辺の画

家の作品を特集展示しています。

ぜひ、 ご覧くださ いo

b会期 2月4日(日)まで

月曜日休 館

1>開館時間 午 前9時30分~午後

4時 50分(入場は午後4時 30分 まで)

1>観 覧 料 一 般200円 、 大 学 生 - 高 校 生100円、小中学生50円

※第2・4土曜日は高校生以下無料。市内にお住まいで、障害

者手帳、療育手f憶をお持ちの方と付き添いの方、 60歳以

上 の方は無料 園 美 術 館(n35-2111)

非常持ち出し晶をチェックしよう
被災地に救援物資が届くまでには3

日かかるといわれています。
次の項目を基本に、家族構成に応じ

て、 非常持ち出し晶 を 準備 しておきま

しょう。

口現金
口靴
口 ラジオ
ロ カンパン
仁コr-...)レメット
ロ くすり
口 懐中電灯

あれから6年阪神・淡路大震災
・防災訓練を実施します

被害想定 :1月 17日(水)午前9時、平塚市下吉沢

を震源域とする平塚市直下型の地震 〈マグニチ

ユード7.2、震度6強)が発生した。市庁舎は半壊

し、来庁中の人や職員に多数の負傷者が出て、

さらに火災も発生している。

1月1-7日を忘れない。
平成7年 1月 17日午前5時46分 。穏やか芯新年の

避を一瞬にして奪い去った阪神・淡路大震災。 あ

れから6年がたちます。みなさんの防災意識は薄

れてはいないでしょうか。

神奈川県は、太平洋プレート、フィリピン海プ

レート、北米プレートが集中する地震が起こりや

すい地域です。

今、東海地震や、神奈川県西部地震の発生の切

迫性が指摘されています。地震の被害を最小限に

くいとめるためには、日ごろの備えと冷静な行動

が必要です。

家具の転倒防止はメ1ご夫だろうか。備蓄晶はそ

ろっているだろうか、賞昧期限や使用期限は切れ

ていないだろうが。家族がぱらぱらに怒ったとき

の連絡方法は一。 との機会に我が家の防災対策を

確認しておきましょう。

大地震が起きたときの市の職員の初期対応を中

心にした防災訓練を実施します。また、 崇善小学

校では、電気・ガス・水道などのライフライン関

係機関による避難所支援訓練を実施します。参 観

は自由です。

じ〉 日時 1月 17日

c>会 場 市 役 所、

(水)午前9時-11時30分

崇善小学校 防災課(内線2357)

平 成12年 1月 1日現在 で所有している償却資産の所有状況を申告してく

ださい。c>対 象 土地、家屋を除く事業用償却資産(備晶-工具-機械装置

など)で、その減価償却費が所得の計算上、 損金 ま たは必要経費として算

入 されるもの ※自動車 税、軽自動車税が課税されているものは除きます

国

時ヨ壬告 (c主ヨ三主主事~(こ

償却資産の申告は1月31固まで
く〉問い合わせ先固定資産税課(宮21-8768)



i与状瓦¥ 回平成13年1月15日
電話23・11 1 1・35-1 1 1 1 平線市役所

員聡全

区 分

支給対象地竣

支~ 率

支鎗対象磁員

支給対象駿員 1人当たり
平均支給年額 (11年度決算)

鯛

11 

一端
一
一
揖
湘

一
医
「
一
a
u
m
F
」胃
W

一
週
「
』
]
吾
川

員
の
給
与
状
況
を
公
一
一
一
額
一

平
塚
市
で
は
、
事
務
職
員
、
保
育
士
、
医
師
、
看
護
婦
、
ご
み
収
集
や
学
校
給
食
な
ど
に
携
わ
る
現
業
職

員
、
消
防
士
な
ど
、
約
二
千
五
百
人
の
職
員
が
市
民
生
活
に
か
か
わ
る
様
々
な
分
野
で
働
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
う
し
た
市
の
職
員
に
支
払
わ
れ
る
給
与
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
、
職
員
課
(
包
引
|
8
7
6
2
)
へ
お
願
い
し
ま
す
。

468，417円

手

当

分区

6，000円

323，519円

26種類

7，300円

3，000円

当

区 分

職員全体に占める支給対象職員の割合

32，500門限度

交通話量関利用者実質

片道1.5km以上

11，200円

手動通

鉄

饗

手

当

:す。

IJ滅

201，000円

171，100阿

186，000円

戦

総

-

政

務
断

一

制

一

一

一

銭

一

代表的な手当の名称……湾簿作業手当、下水道施設作業手当、
有害毒薬物取級手当、災害事事出動手当

殊

務当

IIJ 

6.特別昇給の状況

一二二E -5一一一r--~- E

職員数 (A) I 1，638人
瞥通昇給期間を短縮して
昇絡した聡員数 (8)

平成

11年度

比率 (8)/ (A) I 3.1% I 2.1% 

※特別昇給とは、退職手当の表における定年退職時の特別昇給などが絞当する。

921，187千円 | 

450千円 | 

支~総額

支総対象聡員 1人当たり
平均支鉛年寄買

7.職員手当の状況

[」時勤務手当 決算

一一一一一一一一一 一一一一一一
平線市 国

分 一一一一一一ト一一一一一一 一ー一一一一一一
自己都合 勧奨 ・定年 自己都合 勧奨・定年

トー

21.0月分 35.28月分 21.0月分 28.875月分

勤続25年 33.75月分 45.36月分 33.75月分 44.55月分

勤続35年 47.5月分 62.7月分 47.5月分 62.7月分

最高級度額 62.7月分 62.7月分 60.0月分 62.7月分

その他の加算猪湿
定年前早期退職特例姶置 定年前早期退職特例錯鐙

(3-15%加算) (2-20%加算)

定年退職時 勤続10年以上20年未満・ 1号給
退職時特別昇給 '1号俸

特別昇給 勤続20年以上 ……・ ・2号給
一一一一
手当聡員 1人当たり 自己都合 勧奨・定年円

11年度決算)(全聡穆) 3，717千円 : 25，215千

数 8.0年 31.8年

区

一

支

鉛

率

白

一

退
陣
輔
手
当

一

平
成
行
年
度

員な

在)

11年度退

平均支~綴

平均勤続

子育て支援センター
(須賀保育園2階)

2. FAX21 -7639 
0子育ての相談・情報提供

毎週月~金曜日 9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
。来所 毎週月~金曜日10時

-17問

。電話 毎週月~土曜日 9時

-17時(第24土曜日を除く)

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
。青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日10時-17時

。ヤングテレホン835ち356
(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時)-18時30分

宝平寂駅

館
央
民

中
公錦

口
側
、子

ど
も
教
育

園

-

相
談
セ
ン
タ
ー

ト
民
ン

市
セ3月

健康相談
(保健センター)

ft34-0311 

日8時30分-17時

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時30分-16時

時

曜

川
川

市
P

E

E

沿

躍

毎

託

金

時

口

「

冊

叶

週

探

品

川

毎

談

筑

時

間

時

話

旧

児

9

電

~
育

日

〈
〉

O

療育相談室
(豊田分庁舎)

ft . FAX32 -2738 

福祉会館

ft33-2333 
く〉専門(法律・住宅、要予約)

2月8日(木)10時-12時

。生活支提 毎週月~金曜日

8時30分-17時

。ボランティア 毎週月~金

曜日 8時30分-17時

く〉母子・家庭児童 毎週月~

金曜日 9時-16時

。婦人 2月8日(木)10時~

15時

。手話案内 毎週金羅臼 9時

-12時30分

。建築設計・耐震・バリアフリー

1月15日(月)、 2月19日(月)

13時-16時

。高年齢者職業 1月16日

(火)、 2月 6日(火)、 13日

(火)9時-12時

。許認可各種届出

(火)13時-16時

く〉一般市民 毎週月~金曜日

9時-16時

(平成12年4月1日現在)

区 分| 平線市 | 園

li亙二二コ一一つぷ円丁一 16.00石一
配偶者以外の扶養親

族のうち2人まで

配偶者のない職員の
扶養親族のうち1人

その他の扶養親族

住居手当

市民相談室
(市役所1階)

223-1111内線2293
0人権 1月16日(火)、 2月

6日(火)13時-16時

。行政 2月 6日(火)、

6日(火)13時-16時

。一般法律(予約制) 毎週水

曜日と毎月第4木曜日(1 

月25日)13時-16時

。登記・供託・測量 2月 9日

(金)13時-16時

。住宅新改築 1月16日(火)、

2月20日(火)13時-16時

く〉発明・考案・特許 1月15日

(月)、 2月19日(月)10時~

15時

く〉労働

16時

。下請け取り引き 1月18日

(木)13時30分-16時

。年金・社会保蹟・労災

13日(火)10時-15時

。消費生活 毎週金曜日 9時

-16時

1月23日

2月8日(木)、 13時~

。子どもの発達・発育の相談

ー毎週月・水・金曜日10時~

15時

※来所相談は予約制

毎週月~金曜

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

宮 21-8779
。来所・電話

2月

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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8.一般行政職等の級別職員数の状況 (平成12年4月1日現可

Iii---~- 8 

標準的な 主司H南
主事 主任 主査 主査 主管

課 長 配
職務内容 技師補 課長代理 参

軍基員数 11人 80人 169人 74人 112人 217人 292人 5~ 

4帯成上t 0.7% 5.4% 11.3% 4.9% 7.5% 14.5% 19.5% 3.¥ 

市議会1-2月定例会の結果
市職員給与の改正条例など18議案を可決 ※平嫁市の給与条例に基づく給料表の級区分による総員数。標準的な聡

それぞれの級に絞当する代表的な職名をいう。

一一一一一一一一
平理事市

市長

劫 役

収 入 役

常勤監査委員

E韓 長

E韓 長

Z量 員

市 長 3月期

助 役 6月期
lIJ( 入 役 12月算H

言十

議会関係も同様の支給割合

9.特別職の報酬等の状況 (平成12年4月1日現在)

区 分

給料 (月額)

報酬 (月額)

期末手当

(11年度支給割合

※支給割合は、平成11年度に0.3月分を引き下げ、平成12年度においても0.2月分φ

公共企業等会計(病院・下l
! 657人

水道事業・競輸場等)部門|

総 ヲ-1m6人川，496人

住空IJ<，空竺!空空空定数!2，610人 12，610人

※職員数は一般職に属する戦員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者
どを含み、教育長、臨時職員、非常勤職員は除いている。

市

議

会

十

二

月

定

例

会

は

、

昨

年

十

二

月

十

八

日

に
審

議

を

終

え

、

閉

会

さ

れ

ま

し

た
。

今

議

会

で

は

「
平

塚

市

一

般

職

員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

な

ど
十

八

議

案

を

市

長

が

提

案

し

、

審

議

の

結

果
、

す

べ

て

原

案
ど

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た
。
主

な

内

容

は

次

の

と

お

り

で

す
。

条

例

設

の

来万

マ
平
塚
市
計
霊
法
関
係
手
数
料
条
例

マ
平
塚
市
開
発
審
査
会
条
例

平
塚
市
は
、
今
年
四
月
一
日
に
特
例

市
に
移
行
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
県

か
ら
委
譲
さ
れ
る
事
務
に
つ
い
て
二
つ

の
条
例
を
新
設
し
ま
し
た
。

条

例

の

改

正

-
平
壊
市
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
勧
告
に
よ
っ
、
国
家
公
務
員

の
給
与
が
改
訂
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
に
準
じ
て
職
員
の
期
末
勤
勉
手
当

(ボ
ー
ナ
ス
)
を
O

二
か
月
減
額
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
長
や
市
議
会
議

員
芯
ど
の
特
別
職
の
給
与
も
同
様
に
削

減
し
ま
す
。
こ
の
結
果
、
期
末
勤
勉
手

当
全
体
で
は
、
約
二
億
三
千
万
円
が
削

減
さ
れ
ま
す
。

-
平
壊
市
部
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例

今
年
四
月
一
日
に
実
施
さ
れ
る
機
構

改
革
に
伴
い
、
部
の
事
務
分
掌
を
改
正

し
ま
す
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
市
民
か
ら
の
要
望
や
相
談
、
情
報
公

聞
を
担
当
す
る

「
市
民
情
報

・
相
談

課
」
を
新
設
す
る

マ
広
報
広
聴
諜
を
「広
報
課
」
に
改
め
る

マ
女
性
行
政
推
進
室
を
「
男
女
共
同
参

画
推
進
室
」
に
名
称
変
更
す
る

マ
湘
南

E
陵
整
備
課
を
都
市
計
画
課
に

統
合
す
る

-
平
壌
市
廃
棄
物
の
減
量
化、

資
源
化

及
ひ
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
(
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
)
で
規
定
す
る
特
定

家
庭
用
機
器
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
今
年

四
月
一
日
か
う
平
塚
市
が
徴
収
す
る
収

集
運
搬
の
料
金
を
定
め
ま
し
た。

な
お
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
つ
い

て
は
、
広
報
ひ
ら
つ
か
二
月
十
五
日
号

で
紹
介
し
ま
す
。

A
V
平
壊
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

修市
街
化
調
整
区
域
内
の
下
水
道
整
備

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
事
業
認
可
を
受

け
た
当
該
地
域
の
受
益
者
分
担
金
を
新

た
に
定
め
る
広
ど
し
ま
し
た
。

A
V
平
壊
市
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

中
学
生
以
下
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投

-5人 l教育部門の婁務の見直l
ました

保険税滞納整理の強化自
-3人 |したが、病院婁務の見E

した

-30人

632人

654人

特別行政(教育・消紡)都門

4
1

・
n
/』

月

職

A
『

啓

同

年

教

門
/』

「

成

「

平

k

rtk

n
u
 

，，、
n
u

量

動

職

人

目
貝
祉
問
1

職

骨

紡

叩

「

職
員
給
与
状
況
表
の
見
方

J

一
①
1
表、

2
表
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
比
較
し
や
す
い

一

↑
普
通
会
計
に
よ
っ
て
い
ま
す
。
②
3
表、

6
表、

8
表
に

↑

一
つ
い
て
は
、
自
治
省
が
実
施
し
て
い
る
給
与
実
態
調
査
の

一

一
資
料
に
よ
る

一
般
行
政
職
に
技
能
労
務
職
を
却
え
て
い
ま

一

一
す
。
③
7
表
に
つ
い
て
は
、
全
会
計
(
全
職
員
)
を
べ
|
一

-
ス
に
し
て
い
ま
す
。

-

r

L

 

影
観
箆
料
(
現
行
百
円
)
お
よ
び
美
術

館
常
設
展
観
覧
料
(
現
行
五
十
円
)
を

今
年
四
月
一
白
か
ら
無
料
に
し
ま
す
。

補

正

予

算

は

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

マ
平
成
十
四
年
度
の
供
用
開
始
を
め
ざ

す
相
模
川
馬
入
堤
内
地
の
サ
ッ
カ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
設
計
委
託
料
な
ど

二
千
二
百
六
十
万
円

マ
港
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
改
築
事
業

-
一
億
五
千
二
十
二
万
円

マ
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金一

億
六
千
四
百
八
十
九
万
五
千
円

マ
市
道
大
句
丸
島
線
の
用
地
費
お
よ
び

整
備
工
事
費
に
か
か
る
負
担
金

j

i
--
九
千
三
百
五
十
一
万
一
千
円

こ
れ
ら
の
結
果
、
今
回
の
補
正
額
は

二
億
四
千
四
百
十
八
万
二
千
円
と
な
り
、

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
六
百
九
十
九

億
四
千
八
百
八
十
九
万

一
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
議
会
で
は
、
市
民
生
活
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
す
。

市
議
会
の
会
議
は
、
原
則
と
し
て
ど

な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
本

会
議
の
傍
聴
は
、
専
用
の
入
り
口
が
議

事
堂
北
側
二
階
に
あ
り
、
議
場
へ
は
傍

聴
者
名
簿
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

い
た
だ
く
だ
け
で
入
場
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
傍
聴
席
は
本
会
議
場
が
七

十
六
席
、
委
員
会
室
が
九
席
程
度
で
す

の
で
、
団
体
の
場
合
は
事
前
に
議
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

3
月
定
例
会
の
予
定

市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
月
二
十

一
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま
で
開
会
さ
れ

ま
す
。
本
会
議
(
総
括
質
問
)
は
三
月

一
日
か
う
六
日
ま
で
、
常
任
委
員
会
は

三
月
七
日
か
ら
十
二
日
ま
で
開
会
さ
れ

る
予
定
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先

(引
)
8
7
9
1

議
会
事
務
局
宮

本
会
議
を
生
中
継

市
議
会
本
会
議
の
模
様
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
(
湘
南
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
)
で
も
中
継
し
て
い
ま
す
。

本
会
議
当
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
会

議
終
了
ま
で
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
生
中
継

す
る
と
と
も
に
、
午
後
七
時
か
ら
は
六

十
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
再
放
送
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先
湘
南
ケ
ー
ブ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
宮
(包
)
1
2
1
3

A-A' 
A

マA' a' a' A' A' a' A' A' a' 
A

マ

-A' A' 
A

マA' 
A

マ

-
av ・v

• 
-
av -

av 
av 

• 
“一
・
A'AZ--A'A'A'Aga--AZ--AZ--A'AZ---

A

マav 

• 
-A' A' 

A
V
 

A
V
 

• 
-
A
V
 

A
V
 A--

A
V
 

• 
-A' A' A' A' A' A' A' A' 

A

マA' a' 
A
V
 

※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

新
し
い
仲
間
を
迎
え
て

十
二
月
の
あ
る
日
、
冬
の
日
ざ
し
の
明
る
い

教
室
で
は
、
七
、
八
人
の
子
ど
も
た
ち
が
思
い

思
い
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
小
さ
な
ぬ
い
ぐ
る
み

を
作
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
パ
ソ
コ
ン
で
絵
を

描
い
て
い
る
子
:
:
:
。
や
が
て
、
昨
日
か
ら
通

室
し
は
じ
め
た
A
君
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
中

央
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
り、

少
し
居
心
地
悲
そ
う

に
部
屋
の
中
を
見
回
し
て
い
ま
す
。
男
子
の
一

人
が
気
づ

い
て
ゲ
l
ム
に
誘
う
と
、
少
し
ほ
ほ

え
み
な
が
ら
小
さ
く
首
を
横
に
ふ
り
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
の

た

lぎ

-ー，
、ー

を

や

は

で

し

ζ

フ

Y

フ

ス

n
U
、1

円
/
』

n
u
l-
-
7
'
n
u
β斗
「
hu
n
o
n臼

宮

(
引

)8
7
6
1

「適
応
指
導
教
室
」
で
す
。
こ
の
教
室
に
通
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

現
在
学
校
を
休
ん
で
い
る
小

・
中
学
生
で
す
。

二
学
期
に
入
っ
て
か
ら
、
見
学
者
や
新
し
い

通
筆
者
が
増
え
ま
し
た
。

一
日
の
通
室
者
も
十

人
を
超
え
る
日
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
場
合
、
初
め
は
何
を
し
て
い
い
の
か

分
か
ら
ず
、
硬
い
表
情
で
座
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
何
回
か
通
う
う
ち
に
、
ほ
か
の
通
室
生
と

少
し
ず
つ
言
葉
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り
、
や
が

て
小
集
団
の
な
か
で
行
動
で
き
る
よ
う
に
も
な

っ
て
い
き
ま
す
。

自
分
の
生
活
ペ
l
ス
に
合
っ
た
時
間
帯
で
、

無
理
を
せ
ず
、
長
く
て
も
半
日
ぐ
ら
い
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
初
め
か
ら
教
室
へ
入

り
に
く
い
場
合
は
、

別
室
で
の
個
別
指
噂
か
ら

始
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

適
応
指
噂
教
室
は
、
学
校
へ
行
け
な
い
で
い

る
子
ど
も
た
ち
が
じ
っ
く
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄

え
る
、
そ
ん
な
場
所
で
す
。

関
心
の
あ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

祭
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

め

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
常
生
活
で
も

①
冷
た
い
水
や
熱
い
お
茶
を

少
し
ず
つ
飲
む

②
一場
所
を
変
え
る

③
お
酒
の
席
は
避
け
る

な
ど
の
工
夫
を
し
て
み
ま
し

ょ、っ。禁
煙
を
始
め
て
か
ら
一
か

月
以
内
は
、
ま
た
吸
い
始
め

て
し
ま
い
が
ち
な
時
期
で
す
。

「練
溜
な
の
だ
か
ら
ま
た
繰

り
返
し
行
え
ば
い
い
」
と
い

う
気
楽
さ
も
必
要
で
し
ょ
う
。

最
近
は
「禁
煙
外
来
」
を
設

け
て
い
る
病
院
も
あ
り
ま
す

の
で
、
相
談
し
て
み
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

る

禁
煙
の
「予
行
練
習
」
の
方

法
と
し
て
は
、

①
一

日
に
吸
、
つ
本
数
を
決
め

る
②
自
分
で
禁
煙
タ
イ
ム
を
設

定
す
る

①
二
十
四
時
間
な
ど
短
時
間

の
禁
煙
を
繰
り
返
す

た
ば
こ
を
吸
う
理
由
は
、

「く
せ
」「
落
ち
着
く
」
「一

段

落
し
た
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
喫
煙

者
の
実
態
調
資
に
よ
る
と
、

六
割
以
上
の
万
が

「や
め
た

い
」「
減
ら
し
た
い
」
と
考
え

て
い
ま
す
。

た
ば
こ
に
含
ま
れ
て

い
る

ニ
コ
チ
ン
は
、
麻
薬
や
ア
ル

コ
ー
ル
と
同
様
に
、
依
存
症

(中
毒
)を
作
り
出
す
誕
物
で

す
。
そ
の
た
め、

や
め
に
く

い
の
は
本
人
の
意
志
の
弱
さ

と
い
う
よ
り
も
、

そ
の
依
存

性
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

健
康
な
ん
で
も
相
談

健
康
に
つ
い
て
気
に
怒
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
あ
忽
た
の
髄
聞
に
、
保
健
婦
と
栄
養
士

が
お
答
え
し
ま
す
。(予
約
制
)

マ
日
時

1
月
旧
日
(木)午
前
9
時
却
分
i
n時

マ
会
場
・
申
し
込
み
先
保
健
セ
ン
タ
ー
〈4
面

「市
民
相
識」

欄
参
照
〉
宮
(出
)
0
3
1
1

「ごみ問題と市民活動について」 をテーマにごみ問題を考える県民討論会を開催

します。参加は自由です。 ぜひ、己、参 加 く ださ い 。

[>日時 2月4日(日)午後1時-4時 じ〉会場 藤沢市労働会館(藤沢市本町)

b申 し込み先県環境農政部廃 棄物 対策課 (n045-210-1111内線4166)

ごみ問題を考える県民討論会
。問い合わせ先環境管理課 (内線2238)


	269
	270
	271
	272
	273
	274
	275
	276



